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放牧牛め生理1生態に関する研究※

皿r3 放牧が牛の血液性状に及ぼす影響について

　　　　　　　　　　　※
青木晋平1藤光正昭1加藤正信1春本 直（畜産学研究室）

Shmpe1AOKI，Masaak1FUJIMITSU，Masanobu　KATO，Tadaslh1HARUMOTO

　　　　　　　　　　（Laboratory　of　Zootechmca1Sc1e皿ce）

PhysioIogica1and－Eco1o91ca1Studユes　on　the　Grazmg　Catt1e．

　　皿一3　Effects　of　Grazmg　on　the　B1ooa　Cond1tions

　　　　　　　I　緒　　　　　言

　牛の血液性状については，従来，種々の面から検討が

おこなわれているが，放牧時の状態についての研究はあ

まり多くはみられない。本邦においては，川島等の報
（7）　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　（3）

告，農林省中国農業試験場畜産の報告中に一部放牧が血

液性状に及ぽす影響がとりあげられている程度である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
　首題に関しての研究目的については既述の通りである

が，生理条件の一部として血液をとりあげたことは，こ

れが，放牧による環境条件の変化にょり直接的に影響を

与えられるものの一つであろうと考えたからである。

　なお，本報告は，／958年と1959年の2年度にわたって

おこなった試験緒果をとりまとめたものであるが，試験

方法等について多少異なっているので，便宜上，前者を

第1次試験，後者を第2次試験として記述した。

　　　　　　　皿　試験方1法

　1．第1次試験

　（1）供試牛，本学附属三瓶農場繋養のもの4頭の他に

民間牛3頭，計7頭の黒毛和種牝牛を用いた。その詳紬

は第1表のとおりである。

　（2）’試験期間．1958年5月8日から7月28日までを試

験期としたが，これは，春季放牧期（5月11目～ア月10

目）の開始前3日間，終了後／5日問を合むもので，開始

前3日問と終了後15日間は全舎飼，放牧期間中は全放牧

であった。

　13）血液検査法．血液採取は，放牧開始直前（対照

期），放牧開始直後（I期），放牧開始後1週問目（皿

期），20目目（皿期），40目目（1V期），60目目（放牧終

了時V期），終了後15日目（VI期）の計7回にわたって．

おこない，対照期，I期および皿期は，それぞれ，測定

日の前後1目を加えた計3目間測定しその平矧直を測定

値とし，他の期は当目1回のみの測定値をあてた。

　採血は1日1回一定時間に頸静脈より採血針でおこな

い，血球数はTho㎜a氏計算板により，血色素量はSah1i

式血色素計を用いて採血後直ちに測定し，赤血球直径，

白血球百分率の測定は，May・Gie血sa法によって染色し

た塗抹標本についてそれぞれ200個ずつおこなった。

　2．第2次試験

　第1次試験の緒果，放牧の血液性状に及ぼす影響が，

初期に比較的大ぎくあらわれることを知ったので，／958

年度に引続き一／959年度は，放牧初期におげる血液諸性状

の変化を調査した。

　（1）供試牛．第1次試験に用いた本学附属三瓶農場繋

養の黒毛和種成牝牛4頭のみを用いた。その詳紬は報文1

皿一1，第1表に示すとおりである。

　　　　　第1表供試牛（／958年度）
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♀
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昭28．2．8

昭29．5．5
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昭32．3．13

昭32．5．4

昭32．5．3

昭32．／．30

3産目妊娠中
　　　　（5ヵ月）
昭33年2月初産

未経産
　同上

　同上

　同上

　同上

※昭和34年度目本畜産学会春季犬会及び同年目本畜産学会関西支部

例会講演

※附属三瓶農場

　（2）試験期間．／959年5月7日から5月22目までの／6

目間である。

　（3）血液検査法　血液採取は，放牧開始直則（対照期）

は3目間連続，直後（I期）は2目間連続，放牧期間中
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．（皿期）は隔日に4回，放牧中止期間（舎飼，皿期）は　　　　　　　　　　　　　森蚊：教
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　偽釦　　　　　　　　　白敏敦
3目間連続の計／2回おこなった。採血法，調査項目及び　　　　　　　　　　　　　へ榊ビ場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　余血敏屯径方法は前回のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．〆’　　　　　！

　　　　　　　皿試験緒果　　　　殉　　　　／／　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繍　　、＼〉
　1　第1次試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　＼　1
　第／次試験におげる赤血球数，白血球数，血色素量，　　　　　　　　．＼！

赤血球直径の変化を一括表示すれば，第2表及び第3表　　　轟　　工　　亙　　皿　　π　　ア　　皿陶蜘

のとおりである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第／図　各血液性状の調査期別変化（1958年度）

　　　　　　　　　　　第2表　赤血球数および白血球数の調査期別変化（各頭平均）

＼ 赤　　血　　球　　数　　　（万） 白　　　　血　　　　球’　　数

／ ・　・1・ 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7
対照 5231　630 703 542 84／ 538 700 6，866 7，333 ア，666 6，333 ア，066 7，166 6，933

I 504 558 627 489 6／4 5ア3 573 5，266 4，366 5，ア00 5，033 5，800 6，825 7，250

皿 497 502 599 4ア6 59／ 582 591 4，333 4，133 4，733 4，933 4，833 5，500 5，535

皿 4ア5 473 587 451 648 499 604 4，500 6，100 5，600 5，100 5，400 5，ア00 5，400

W 591 581 569 ． 635 633 652 4，300 4，400 5，800 一 6，100 6，000 6，750

V 500 547 593 464 594 548 592 5，000 6，650 5，050 5，150 6，距0 6，100 6，250

w 494 427 540 495 595 527 567 6，000 6，750 7，150 6，500 8，巧0 8，300 6，800
、

第3表 血色素量および赤血球直径の調査期別変化 （各頭平均）

＼

＼ 血色素量
（％）

赤血球直径（μ）
ll・ 3 4 5 6 7 1 2 3 4 1・い ア

対照 5ア 561601154 51 76 52
551

5．75 5．09 5．04 5．／7 4．80 4．82 5．00

I 52 49 45 56 47 47 5．76 5．53 5．55 5．35 5．24 5．36 5．／6

皿 50 40 52 43 50 50 49 5．7／ 5．31 5．29 5．45 5．19 5．37 5．31

皿 58 51 63 49 54 52 52 5．4ア 5．14 5．1／’ 5．43 5．24 5．／1 5．20

IV 58 58 59 ’ 67 54 61 5．84 5．63 5．45 ・
・5．37 5．25 5．33

V 60 63 69 54 57 5ア 60 5．98 6．／／ 5．58 5．92 5．36 5．侶 4．91

VI 69 66 72 5
4
1

56 50 61 5．79 5．27 5．64 5．84 5．4／ 5．17 5．59
■

　同表にもとずき，各血液性状の変化を調査期別に全頭

平均値で示せば第4表のとおりであり，対照期を100と

した指数で図示すれぱ第／図のとおりである。

　　第4表血液性状の調査期別変化（全頭平均）

＼対照 工 皿 皿 IV V VI
赤
血
球
数
（
万
）

　639（100） 　562（87，9） 　548（85．ア） 　536（83，9） 　610（95．4） 　548（85．ア） 　5／9（8／．2）

白
血
球
数

7，052（100） 5，7侶（8／．5） 4，857（68．9） 5，400（ア6．6） 5，558（ア8．8） 5，ア21（81．1） 7．135101．0）

血
色
素
量
（
％
）

　58「（100） 　50（86．2） 　48（82．ア） 　54（93．／） 　59101．7 　60103．4 　61／05．1）

赤
血
球
直
径
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μ
）
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．
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註．（）内は対照期を／00とした場合の比率）内は対照期を／00とした場合の比率

　白血球百分率の変化を調査期別に全頭平均値で示せぱ

第5表のとおりである。

　第五表　白血球百分率の調査期別変化（全頭平均）

註　（

対照 工
皿！ 皿1ぺ・ VI

淋巴球 65．4 57．8 66．8 67．5 ア1．5 7291
70．5

好中球 19．4 29．2 19．7 ／8．6 ／ア．1 ／／．9 ／4．4

好酸球 ア．8 7．6 5．6 8．3 3．6 9．7 9．4

単　球 7．／ 5．3 7．ア 5．4 7．6 5．4 5．6

好塩基球 0．3
・ll

0．2 0．2 0．2
・／l

0．1

705
／44

94
56

　（1）．赤血球数血色素量および赤血球直径の変化．

赤血球数は，各供試牛とも放牧後減少の傾向を示し，

特に皿期におげる減少が顕著である。対照期の数値を

100とした指数でみれば，皿期の指数は全頭平均で路．9
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を示した。皿期以後IV期にかげてやや回復の傾向を示　　らはいずれも皿期以後は漸増を示し，W期には対照期に

し，以後再び減少の傾向を示している。　　　　　　　　近い数値を示している。他の2頭も減少の時期には多少

　血色素量は，各供試牛とも放牧後漸減し，皿期のそれ　　のずれがあったが，大体の傾向は他の5頭と同様であ

は，対照期の全頭平均値を100とした指数でみると82．7　　る。

で最低値を示しているが，血期以後は漸次増加の傾向を　　　白血球百分率の変動については，各調査期間に一定の

とり，V［期には対照期より高い数値を示している。　　　　傾向は認められないが，I期におげる好中球の増加が特

　赤血球直径の大さは，全般的に放牧開始後若干ではあ　　に顕著である。

るが増加の傾向を示している。　　　　　　　　　　　　　　2．第2次試験

　（2）白血球数および白血球百分率の変化．　　　　　　　　第2次試験におげる赤血球数，白血球数，血色素量，

　白血球数は各供試牛とも放牧開始後漸減し，皿期に最　　　赤血球直径の変化を，調査目毎に個体別で示せぱ第6表

低値を示しているものが7頭中5頭をしめている。これ　　　のとおりである。

　　　　　　　　　第6表　赤血球数，白血球数，血色素量，赤血球直径の調査期別変化

調査期

対照期

I期

皿期

皿期

調査

月日

5．7

　8

　9

／0

1
1

／3

／5

17

／9

20

21

22

赤血球数（万）

589

725

784

650

589

501

491

472

446

457

465

453

2
838

809

692

632

599

553

604

536

522

5ア1

535

629

844

ア90

602

ア16

560

563

546

557

584

571

556

607

4
7181
。。。1

5781

643

49／

455

457

465

395

421
4。。1

…1

白　　血　　球　　数

7，63ろ

9．067

7，900

／1．500

／0，467

9．200

7．430

10．／67

10，500

10．833

9，％ア

9，％7

2
／0．050

10．000

8，033

／2，6ア5

11，633

9．950

7．900

1／，933

1／，367

11．900

11．700

11，933

9，ろ33

10．267

10，100

仏325
／3，267

／3．400

1／，500

14．767

14，／33

4
9，％7

9．600

11，500■

16．475

11，533

13．000

11．767

／4，36ア

／／，200

ll，600■

11．833

14，367

11．267

12．467

11，ア6ア

血色素量（％）

l　l・

63

59

63

53

50

50

50

51

49

50
5／

50

78

ア3

72

6ア

65

65

65

59

55

58

56

61

き

78

72

70

64

66

68

68

64

65

6ア

67

67

4
73

66

6
8
1
66

6
3
161

58

62

60

62

62
6／

赤血球直径（μ）

5，53

6，02

5．90

5，54

5．60

5，55

5，49

6，00

5．72

5，84

5，88

5．64

2
5，79

6，00

6．24

5，79

5．78

5．ア1

5，66

6，07

5．80

6，08

5，42

6．08

・1・
5，50

5，82

5．99

5，58

5．70

5．4

5，31

5，95

5．55

5，8／

5，82

6．09

5．ア4

6．0ア

6．10

5，70

5．65

ノ5，43

5，43

6，18

5．68

5，9／

5，6／

6．20

第7表 赤血球数，白血球数，血色素量，赤血球直径の調査期別変化（各頭平均）

赤血球数（万） 白　血　球　数 血色素量（％） 赤血球直径（μ）

lj・1・ 4 ll・ 3 4 1
・1

3 4
1

1 2 ・1・
対照期 699 780 745 635 8，200 9，361 9，900 ／0，356 62 74 73 69 5．81 6．0／ 5．77 5．97

I期 619 615 638 56ア 10，9臨 12，／54 ／4，7％ ／4，004 5／ 66 65 64 5．57 5．78 5．64 5．67

皿期 477 638 562 43 9，324 10，287 ／3，450 12，583 50 61 66 60 5．69 5．8／ 5．56 5．68

皿期 458 567 578 415 10，322 11，84 12，600 ／1，834 50 58 67 62 5．ア9 5．86 5．91 5．9／

597

　第6表により，各調査期の変化を調査期別に各供試牛

の平均値で示せば第7表のとおりであり，全頭平均値で

示せぱ第8表のとおりである。

第ε表により，各血液性状の調査期別変化を，対照期

め全頭平均値を100とした指数で図示すれぱ第2図のと

おりである。

　白血球百分率の変化を各調査期別に全項平均で示せぱ

第9表のとおりである。

　（1）赤血球数，血色素量および赤血球直径の変化．

　赤血球数は，各供試牛とも放牧開始後漸減し皿期には

‘蒲

〃

！2o

タo

肋

的

　　　　　！＼＼
　　　　／　　＼＼
　　　／　　　　　　　　　＼
　　〆　　　　　　　　　　　、・
　　／
／

■

柔組球紋

自血載敬

悦グ吐’省

・紬蔀垣径

ミミ：二二二二：二二二二

鍵　　　　　1　　　　　巫　　　　　皿陶鋤

　第2図　各血液性状の調査期別変化（1959年度）
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第8表　血液性状の調査期別変化（全頭乎均）

対照　　I 皿　　　皿

赤血球数
ア15 609 509 50ア

（万）
（100） （85．2） （7／．0） ‘（70．9）

白血球数
9，453 12，984 1／，411 ／1，635

（100） （137．4） （120．7） （／23．1）

血色素量
69 61 59 60

（％）
（100） （88．4） （85．5） （86．9）

赤血球直径
5．89 5．60 5．68 5．86

（μ）
（100） （95．1） （％．4） （99．5）

／1，635

586

註．（）内は対照期を100とした場合の比率

第9表一白血球百分率の調査期別変化（全頭平均）

対照 I 皿 皿

淋　巴　球 65．0 46．8 57．1 64．9

好　中　球 18．8 39．5 28．5 18．8

好　酸　球 11．4 9．2 10．6 11．5

単　　．球 4，8 4．1 3．6 4．5

好塩基球 0．0 0．4 0．2 0．3

対照期より約30％も低い数値を全頭平均で示している。

個体別にみると，1号牛および4号牛の減少が顕著であ

る。

　血色素量の変化も，減少の程度は赤血球ほどひどくは

ないが，傾向はほぼ類似しており，I期より皿期にかけ

て漸減の傾向を示している。

　赤血球直径は，I期を最低として以後は漸増を示し，

皿期にはほぽ対照期に近い数値を示している。

　（2）自血球数および白血球百分率の変化．

　白血球数は，各供試牛とも，放牧開始後増加を示し，

特にI期の増加が顕著である。これは，第1次試験の結

果とは全く逆の繕果であった。

　自血球百分率の変動では第／次試験の場合と同様に，

放牧開始直後におげる好中球の増加が顕著であった。

　　　　　　　］V　考　　　　　察

　第1次および第2次試験の結果共通して認められたこ

とは，放牧初期におげる赤血球数，血色素量の減少と，

放牧開始直後におげる好中球の増加であった。これに対

して，白血球数の放牧開始後におげる変化の状態は，第

1次試験と第2次試験とでは全く反対の様相を示した。

冬期の舎飼から急に放牧に移されたために生ずる環境の

変化が，このような結果をもたらすものと考えられる。

なんらかの影響を与えるだろうと思われる環境要因とし

て，檀生，気象条件等が考えられるが，この他に，採

食，飲水のための行動，ダニの附着等も附加的なものと

して考慮に入れられるぺぎであろう。
　　　　　　　　（2）
　植生の状態は前報のとおりで，特に良好な状態である

とはいえない。気象条件も両年度の春季放牧時の気温較

差は最低ポCから最高15Tにわたり，比較的に大ぎ

い。行動範囲については，確実な数値を示すことは出来
　　　　　　　　　（1）
ないが，かっての調査によると，少くとも1日2．5㎞内

外は採食或いは飲水のため移動するものと思われる。ダ

ニの附着状態については，本学応用昆虫学研究室で詳紬
　　　　　　　（8）
に調査された緕果によると，寄生ダニは主としてフタト

グマタニHaeInaPhysa1lsb1sp1nosaNEUMANで，頸

部のみの附着数は一頭当り5月27匹，6月35匹，7月25

匹であった。

　放牧が血液性状に及ぼす影響についての研究は前述の

とおり筐少であるが，それらの報告と本試験の結果とを

比較検討してみよう。

　　　　　　（7）
　川島等の報告によると，生後25ヵ月の和牛牝21頭を6

月より10貝までの5ヵ月問山野に昼夜放牧したところ，

放牧前にくらべて，赤血球数では，増加したもの3頭，

減少したもの4頭，不変のもの14頭であったといい，血

色索量では，増加したもの2頭，減少したもの12頭，不

変のもの7頭であり，白血球数では，増加したもの3

頭，減少したもの13頭，不変のもの5頭であったとい

う。以上の結果から，赤血球数は放牧によりほとんど影

響されず，白血球数および血色素量はむしろ減少の傾向

があると報告している。
　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　農林省中国農業試験場畜産部の報告では，生後／5ヵ月

前後の牡牛24頭を対照区と放牧区とに分げ，放牧区のも

のを6月から9月に至る3ヵ月間ノ1目7時問ずつ放牧

したところ，赤血球数，血色素量には，両区の問に有意

差が認められなかったが，白血球数は，放牧後明らかに

増加したという。

　以上のように，その影響のありかたについては，必ず

しも一定の傾向が認められていないが，本試験と比較し

てみると，赤血球数減少の結果は両報告ともに認められ
　　　　　　　　　　　　　　（7）
ず，血色素量減少は川島等の報告に一致している。白血
　　　　　　　　　　（3）（7）
球数の変化では，両報告それぞれ反対の緒果を示してお

り，本試験の場合のそれぞれを代表したような緒果にな

っている。元来，特殊な病的な場合を除いては，血色素

量と赤血球数の増減は平行すべぎものであると考えられ

るから，本試験の結果が両者ともに減少の傾向を示した

ことは肯定出来る。

　運動または労役が血液性状に及ぼす影響についても，

牛，馬を用いて試験がおこなわれているが，それらの報
（4）（9）

告によると，白血球数変化については増減の2説があ

り，赤血球数は運動又は労役後或程度増加するという。
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　　（9）
高木等は，運動直後白血球数が増加するのは，筋運動の

際，必然的に起る心肺機能の充進および静脈系統内の血

流促進のため，壁立白血球を血流中に運びこむためであ

るとし，又赤血球数の増加は，筋肉運動による血液水分

亡失が主因であろうといっている。

　白血球百分率中，放牧開始直後におげる好中球の顕著

な増加は，これが他の白血球にくらぺて，諾種のStress

に対する感作が特た鋭敏であることによるものであろ
　　　　　（5）
う。また梅津によれば，筋肉運動がある程度すす和で，

AcidOsisを伴うようになると，中性多核自血球が増加

するという。放牧時の行動が，このような点になんらか

の関連をもっているのかもしれない。

　赤血球直径の変化には一定の傾向が認められなかった

し，その分布状態にも大小不同症的な異常は認められな

かった。

　一般的に，血液性状の測定には，個体差が大き・いこと

と共に，採血時の条件如何による血液性状そのものの大

きな変動や測定上の誤差等がともないやすいので，個々

の数値にとらわれすぎての推論は危険であるが，放牧に

よって新しく生ずる前述のような詩種の環境要因が，相

互に関連しあって，今回のような緒果をもたらしたもの

と考えられる。

　　　　　　　V　要　　　　　約

　放牧が牛の血液性状におよぼす影響を知るため，／958

年と195今年の両春季放牧時に，三瓶山北の原放牧場で，

合計11頭の黒毛和種牝牛について，放牧による血液畦状

の変化を調査した。その結果を要約すると次の通りであ

る。

11）赤血球数と血色素量はいずれの場合にも，放牧開始

　後減少し，ア日～20目目頃に最低値を示した。

（2）赤血球の直径及び分布状態にはレくずれの場合も大き

　な変化が認められなかった。

（3）白血球数は，1958年度の試験では，放牧初期に顕著

　な減少を示したが，1959年の試験では，反対に増加を

　示した。

（4）白血球百分率では，いずれの場合も，放牧開始直後

　に好中球％の顕著な増加が認められた。
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　In　order　to　c1ar1fy　the　effect　of　putt1ng

catt1e　to　pasture　on　the1r　b1ooa　condユt1ons，

we　conducte沮researchs　mto▽ar1ous　changes

1n　b1ood　of　catt1e　（e1e∀en　of　］apanese　b1ack

breed）　1n　and　after　graz1n91n／958and／959，

at　the　K1tanohara　pasturage　on　the　foot　of

Mt　Sanbe
　In　both　years　the　sprmg　graz1ng　term　when

catt1e　are　fresh　from　the　sta11and－suscept1－

b1e　to　the　mf1uence　of　extema1st1mu1us　was

aboptea　as　fa∀orab1e　for　the　present　resear－

ches　　The　resu1ts　obtamed－are　smユmar1zed．

as　fo11ows．

　（i）　The　number　of　erythrocyte　and．the

percentage　of　hemog1obm　decreased　after

grazm9，1owest　bemg　about　7or20　d一＆ys

after　graz1ng1n　both　cases。

　（2）　The　d1a狐eter　of　erythrocyte　and．the

d1stnbut1on　of1t　made　no　change　throughout

the　graz1ng　t1n1e

　（3）　The　number　of1eucocyte　d－ecreased－at

the　ear1y　stages　of　grazin91n　1958，but　con一

マerse1y　increasea　in　／959．

　（4）　The　percentage　of　neut1hroph11e1euco－

cyte　remarkab1y1ncreased．soon　after　grazing

in　both　years．


